
（1） 白話か文言か：日本古典詩歌の中国語訳について（その一）

研
究
ノ
ー
ト白

話
か
文
言
か

：

日
本
古
典
詩
歌
の
中
国
語
訳
に
つ
い
て
（
そ
の
一
）

―
―

謝
六
逸
と
そ
の
『
日
本
文
学
史
』

呉　
　

衛
峰

は 

じ 

め 

に

　

本
ノ
ー
ト
の
タ
イ
ト
ル
を
如
何
に
つ
け
る
か
に
つ
い
て
、
し
ば
ら
く
悩
ん
だ
。
日
本
古
典
文
学
研
究
の
分
野
に
お
い
て
、「
詩
」
と
は
漢

詩
の
こ
と
で
、「
歌
」
と
は
歌
の
こ
と
で
あ
る
。
一
昔
前
な
ら
い
ざ
知
ら
ず
、
今
の
通
念
で
は
、「
日
本
古
典
詩
歌
」
と
い
え
ば
、
当
然
の
こ

と
、
漢
詩
も
含
む
。
し
か
し
、
こ
こ
で
議
論
さ
れ
る
の
は
日
本
古
代
の
歌
謡
・
和
歌
・
俳
句
な
ど
の
い
わ
ゆ
る
和
文
学
の
「
詩
歌
」、
つ
ま

りpoetry

、
の
翻
訳
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
意
味
す
る
言
葉
は
見
つ
か
ら
な
い
。
だ
か
ら
、
説
明
付
き
の
「
日
本
古
典
詩
歌
」
と
い
う
こ
と
で
、

ご
寛
恕
を
乞
い
た
い
。

　

ま
た
、「
中
国
語
訳
」
と
い
う
意
味
で
、「
漢
訳
」
を
使
用
し
て
い
る
研
究
者
も
い
る
。
こ
れ
も
厳
密
に
い
え
ば
、
日
本
人
も
行
っ
て
い
た
、

和
歌
な
ど
を
漢
詩
に
訳
し
た
も
の
を
「
漢
訳
」
と
称
す
る
習
慣
が
あ
る
の
で
、
口
語
訳
を
取
り
上
げ
る
場
合
、
誤
解
を
招
き
や
す
い
。「
中

国
語
訳
」
で
あ
る
な
ら
、
文
語
訳
と
口
語
訳
と
の
両
方
を
指
す
こ
と
が
で
き
る
。
と
い
う
わ
け
で
、
今
の
便
宜
的
な
タ
イ
ト
ル
に
し
た
の
で

あ
る
。
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一
九
八
〇
年
前
後
、
中
国
の
日
本
文
学
研
究
界
で
は
、
和
歌
の
中
国
語
訳
の
方
法
に
つ
い
て
の
論
争
が
あ
っ
た
１
。
そ
の
中
で
、
和
歌
の

形
式
を
重
視
し
、
そ
れ
を
訳
す
に
は
単
音
節
の
文
語
よ
り
複
音
節
の
現
代
中
国
語
口
語
の
方
が
ふ
さ
わ
し
い
と
主
張
す
る
論
文
が
あ
る
。
論

文
の
論
点
を
幾
つ
か
挙
げ
て
み
る
。

現
代
中
国
語
に
は
、
多
音
節
の
言
葉
が
多
い
上
、
単
音
節
の
言
葉
も
存
在
す
る
の
で
、
文
の
長
短
が
調
整
し
や
す
い
。
よ
っ
て
、
表
現
力

は
非
常
に
豊
富
に
な
っ
て
い
る
。
和
歌
の
音
節
数
と
一
致
さ
せ
る
の
が
よ
り
易
く
な
り
、
訳
文
の
構
造
が
和
歌
の
言
語
構
造
を
そ
の
ま
ま

映
す
こ
と
も
難
し
く
な
い
。
以
上
の
視
点
か
ら
見
れ
ば
、
和
歌
の
言
葉
は
、
特
定
の
時
代
の
漢
詩
の
言
葉
よ
り
は
、
か
え
っ
て
現
代
中
国

語
の
口
語
に
近
い
と
も
言
え
よ
う
。

（
中
略
）

　

例
二
、
原
歌

：

　
　
　

渡わ
た
つ津
海み

の　

豊と
よ

旗は
た

雲く
も

に　

入い
り
ひ日
さ
し　

今こ
よ
ひ夜
の
月つ
く
よ夜　

明あ
き

ら
け
く
こ
そ

　

文
語
訳

：

　
　
　

海
上
靡
旌
雲
�
靉
靆
映
斜
曛
�
占
知
今
夜
月
�
輝
素
必
可
欽

　

口
語
試
訳

：

　
　
　

汪
洋
大
海
上
�

　
　
　

旗
幟
般
的
彩
雲
中
�

　
　
　

透
射
著
夕
陽
�

　
　
　

看
來
今
天
的
月
夜
�

　
　
　

一
定
分
外
地
清
涼
�
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右
に
挙
げ
た
文
語
訳
は
、
詩
的
境
地
と
い
う
視
点
か
ら
い
え
ば
、
非
常
に
美
し
い
も
の
で
あ
る
が
、
形
式
と
文
の
構
造
か
ら
考
え
る
と
、

そ
の
い
ず
れ
も
原
作
の
歌
か
ら
か
け
離
れ
て
い
る
。
口
語
で
訳
せ
ば
、
こ
の
問
題
は
明
ら
か
に
減
少
し
て
い
る
２
。

説
得
力
の
あ
る
主
張
で
、
文
中
の
口
語
訳
も
非
常
に
面
白
い
試
み
で
あ
る
。
筆
者
が
主
張
し
て
い
る
異
文
化
理
解
を
め
ざ
す
た
め
の
口
語
訳

の
必
要
性
と
は
同
工
異
曲
の
趣
が
あ
る
３
。
残
念
な
こ
と
に
、
論
争
の
後
、
口
語
訳
が
ほ
と
ん
ど
実
践
さ
れ
ず
、
文
語
訳
は
主
流
に
な
っ
て

今
に
至
っ
て
い
る
。

　

上
掲
の
論
文
は
、
二
十
世
紀
二
十
年
代
に
、
成
仿
吾
、
謝
六
逸
、
周
作
人
な
ど
が
口
語
で
和
歌
と
俳
句
を
訳
し
た
こ
と
に
触
れ
て
い
る
。

教
育
家
の
成
仿
吾
と
随
筆
家
・
翻
訳
家
の
周
作
人
と
較
べ
れ
ば
、
早
世
し
た
謝
六
逸
（
１
８
９
６
〜
１
９
４
５
）
は
無
名
に
近
い
。
し
か

し
、
謝
六
逸
は
民
国
時
代
（
１
９
１
２
〜
１
９
４
９
）
に
お
い
て
、
も
っ
と
も
全
面
的
に
日
本
古
典
文
学
を
紹
介
し
た
人
で
、
１
９
２
９
年

に
、
上
代
か
ら
昭
和
初
期
ま
で
の
日
本
文
学
の
通
史
で
あ
る
、
三
百
頁
に
お
よ
ぶ
『
日
本
文
学
史
』
４
を
上
梓
し
て
い
る
。

　

謝
六
逸
は
公
費
留
学
生
と
し
て
１
９
１
８
年
に
来
日
、
翌
年
に
早
稲
田
大
学
専
門
部
政
治
経
済
科
に
入
学
。
１
９
２
２
年
に
卒
業
、
学
士

学
位
を
取
得
５
。
早
稲
田
留
学
時
代
か
ら
、
欧
米
及
び
日
本
の
文
芸
の
翻
訳
を
始
め
て
い
る
。
帰
国
後
、
商
務
印
書
館
で
短
期
間
勤
務
し
た
後
、

二
十
年
間
に
わ
た
っ
て
復
旦
大
学
な
ど
の
各
大
学
で
教
鞭
を
取
っ
た
。
１
９
４
５
年
８
月
に
、
46
歳
の
若
さ
で
病
死
し
た
。

　

筆
者
が
謝
六
逸
の
『
日
本
文
学
史
』
に
注
目
し
て
い
る
の
は
、
そ
の
中
に
日
本
の
古
典
詩
歌
の
翻
訳
が
沢
山
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
古
代
歌

謡
、
和
歌
（
長
歌
・
短
歌
）、
俳
句
に
渉
り
、
す
べ
て
現
代
中
国
語
口
語
、
す
な
わ
ち
白
話
で
訳
出
し
て
い
る
。
以
下
、
古
代
歌
謡
、
和
歌
、

俳
句
に
分
け
て
、
謝
の
中
国
語
訳
を
検
討
し
た
い
と
思
う
。
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一
、
古
代
歌
謡
の
翻
訳

　

謝
六
逸
の
日
本
古
典
詩
歌
の
翻
訳
は
、
前
記
の
よ
う
に
、
す
べ
て
現
代
中
国
語
口
語
に
訳
し
て
い
る
。『
日
本
文
学
史
』
は
「
緒
論
」
の
後
、

日
本
の
上
代
文
学
の
特
徴
と
脈
絡
を
説
明
し
な
が
ら
、
記
紀
の
歌
謡
よ
り
代
表
的
な
も
の
を
選
ん
で
訳
し
た
。

　

こ
こ
で
、『
古
事
記
』
所
載
の
八
千
矛
神
（
即
ち
大
国
主
命
）
が
沼
河
姫
（
沼
河
比
売
）
に
求
愛
し
た
と
き
の
唱
和
が
如
何
に
訳
さ
れ
て

い
る
の
か
を
見
て
み
よ
う
。
長
い
の
で
、
沼
河
姫
の
返
歌
の
み
を
掲
げ
る
。

　

原
文

： 
 

 
 

翻
訳
�

　

八
千
矛
の　

神
の
命 

 
 

八
千
矛
神
�

　

萎
え
草
の　

女
に
し
あ
れ
ば 

 

我
是
柔
弱
的
女
兒
�

　

我
が
心 

 
 

 
現
在
我
的
心
中
�

　

浦
渚
の
鳥
ぞ 

 
 

 
正
如
飛
翔
在
水
渚
上
的

　

今
こ
そ
ば　

我
鳥
に
あ
ら
め 

 

　

不
寧
靜
的
水
鳥
�

　

後
は 

 
 

 
 

到
了
今
晩
上
�

　

汝
鳥
に
あ
ら
む
を 

 
 

便
像
那
浮
在
靜
浪
上
的
鳥
一
般
了
�

　

命
は 

 
 

 
 

好
好
將
護
君
的
命
�

　

な
殺
せ
た
ま
ひ
そ 

 
 

切
勿
因
愛
喪
了
君
的
身
�

　

い
し
た
ふ
や　

天
馳
使
ひ 

 
 

我
謹
致
此
詞
�

　

事
の　

語
り
言
も　

此
を
ば 

 

傳
達
我
的
腹
心
�
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青
山
に　

日
が
隠
ら
ば 

 
 

日
光
沒
後
�

　

ぬ
ば
た
ま
の　

夜
は
出
で
な
む 

 

到
了
夜
間
�

　

朝
日
の　

 
 

 
 

我
開
門
來
迎
君
�

　

笑
み
栄
え
来
て 

 
 

 

君
的
笑
顏
如
晨
曦
�

　

栲
綱
の　

白
き
腕 

 
 

君
將
粉
白
的
手
腕
�

　

若
や
る
胸
を　

そ
叩
き 

 
 

摸
我
的
軟
如
雪
沫
的
酥
胸
�

　

叩
き
愛
が
り 

 
 

 

擁
抱
我
的
酥
胸
�

　

真
玉
手　

玉
手
差
し
枕
き 

 
 

白
玉
一
般
的
�
玉
一
般
的
手
互
相
枕
著
�

　

股
長
に　

寝
は
寝
さ
む
を 

 
 

　

伸
長
著
股
兒
睡
覺
罷
�

　

あ
や
に 

 
 

 
―

且
忍
耐
這
一
宵
�

　

な
恋
ひ
聞
こ
し 

 
 

 
切
勿
因
愛
而
心
焦
�

　

八
千
矛
の　

神
の
命 

 
 

八
千
矛
神
�

　

事
の
語
り
言
も　

此
を
ば
６

対
訳
風
に
並
べ
た
の
は
筆
者
で
あ
る
。
枕
詞
な
ど
の
関
係
で
、
完
全
な
対
訳
に
な
っ
て
い
な
い
が
、
訳
詩
を
一
読
し
て
、
非
常
に
美
し
い
恋

歌
と
い
う
印
象
を
受
け
た
。「
我
が
心　

浦
渚
の
鳥
ぞ　

今
こ
そ
ば　

我
鳥
に
あ
ら
め　

後
は　

汝
鳥
に
あ
ら
む
を
」と
い
う
く
だ
り
を
、「
現

在
我
的
心
中
，
正
如
飛
翔
在
水
渚
上
的
／
不
寧
靜
的
水
鳥
；
到
了
今
晩
上
，
便
像
那
浮
在
靜
浪
上
的
鳥
一
般
了
」
と
訳
し
て
い
る
の
は
、
か

な
り
自
由
な
意
訳
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
が
、
そ
れ
だ
け
に
、
詩
趣
に
富
み
、
読
者
の
心
を
引
き
付
け
る
魅
力
的
な
訳
に
仕
上
が
っ
て
い
る
。

謝
六
逸
は
八
千
矛
神
の
恋
歌
に
優
美
で
男
女
の
恋
心
を
う
ま
く
描
出
し
て
お
り
、
そ
の
一
部
は
非
常
に
「
官
能
的
」
で
あ
る
と
い
う
評
価
を
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あ
た
え
、
近
代
詩
歌
の
中
に
置
い
て
も
、
遜
色
が
な
い
だ
ろ
う
と
激
賞
し
た
。
二
十
世
紀
二
十
年
代
と
い
う
時
代
は
、
中
国
の
詩
歌
に
と
っ

て
、
文
語
に
取
っ
て
代
わ
り
得
る
新
し
い
詩
語
を
模
索
し
、
形
成
し
て
い
た
時
代
で
も
あ
っ
た
。
外
国
の
詩
歌
の
翻
訳
は
、
自
ず
か
ら
口
語

詩
の
発
展
に
寄
与
し
て
い
た
。

　
「
い
し
た
ふ
や　

天
馳
使
ひ　

事
の　

語
り
言
も　

此
を
ば
」
と
い
う
ハ
ヤ
シ
言
葉
の
部
分
を
「
我
謹
致
此
詞
，
傳
達
我
的
腹
心
」
と
訳

し
て
い
る
の
も
、
何
か
の
根
拠
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
今
で
は
そ
の
よ
う
に
解
釈
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
周
作
人
は
現
代
口
語

で
『
古
事
記
』
を
全
訳
し
て
い
る
の
で
、
後
段
の
み
を
掲
げ
て
比
較
し
て
み
よ
う
。

　

青
山
上
太
陽
隱
藏
下
去
了

　

漆
黑
的
夜
就
來
了
�

　

像
朝
陽
似
的
笑
著
來
到
這
裡
�

　

雪
白
的
你
的
雙
腕
�

　

將
抱
著
柔
雪
的
酥
胸
�

　

互
相
擁
抱
著
�

　

枕
著
雙
雙
的
玉
手
�

　

伸
長
著
腿
安
睡
罷
�

　

不
要
那
樣
的
著
急
罷
�

　

八
千
矛
尊
神
啊
�

　
　

這
事
情
就
是
這
樣
的
傳
說
罷
�
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比
較
す
れ
ば
分
か
る
よ
う
に
、
周
訳
は
よ
り
丁
寧
な
訳
で
、
謝
訳
で
省
略
さ
れ
た
「
青
山
に
」
や
「
ぬ
ば
た
ま
の
」
を
き
ち
ん
と
訳
出
し
て

い
る
上
、
ハ
ヤ
シ
言
葉
の
部
分
も
漏
ら
さ
ず
中
国
語
に
移
し
た
７
。
た
だ
し
、
詩
趣
の
面
に
お
い
て
、
謝
訳
の
方
が
一
段
上
の
よ
う
な
気
が

す
る
。「
事
の
語
り
言
も　

此
を
ば
」
を
「
這
事
情
就
是
這
樣
的
傳
説
罷
（
こ
の
事
は
こ
の
よ
う
に
言
い
伝
え
よ
う
）」
と
し
た
の
は
、
前
段

の
「
い
し
た
ふ
や　

天
馳
使
ひ　

事
の　

語
り
言
も　

此
を
ば
」
を
「
我
謹
致
此
詞
，
傳
達
我
的
腹
心
（
私
は
謹
ん
で
以
上
の
言
葉
を
も
っ

て
、
私
の
気
持
ち
を
伝
え
よ
う
」
と
し
た
謝
訳
と
異
な
る
注
釈
書
に
よ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

二
、
和
歌
の
翻
訳

　

謝
六
逸
は
『
日
本
文
学
史
』
で
『
万
葉
集
』
と
『
古
今
集
』
を
代
表
的
な
歌
人
の
歌
の
訳
を
通
じ
て
紹
介
し
て
い
る
。
先
に
『
万
葉
集
』

の
歌
の
訳
を
見
よ
う
。

　

ま
ず
、
山
部
赤
人
作
と
す
る
（
一
首
目
は
根
拠
不
明
）
歌
の
訳
を
二
つ
掲
げ
る
。

　

霜
に
寄
せ
き

　

は
な
は
だ
も
夜
ふ
け
て
な
行
き
道
の
辺
の
ゆ
笹
の
上
に
霜
の
降
る
夜
を
（
巻
第
十
・
二
三
三
六
）
８

　

訳

：

這
樣
的
深
夜
休
要
歸
去
呀
�

　
　
　

道
旁
的
小
竹
上
�

　
　
　

鋪
著
霜
的
夜
�
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山
部
宿
祢
赤
人
の
歌
四
首
（
そ
の
一
）

　
　
　

春
の
野
に
す
み
れ
摘
み
に
と
来
し
我
そ
野
を
な
つ
か
し
み
一
夜
寝
に
け
る
（
巻
第
八
・
一
四
二
四
）

　

訳

：

到
春
日
的
野
外
�

　
　
　

去
摘
紫
雲
英
的
我
�

　
　
　

戀
著
郊
外
�

　
　
　

竟
夜
忘
歸
了
�

い
ず
れ
も
美
し
い
小
詩
に
し
た
た
め
て
あ
る
が
、
短
歌
特
有
の
五
・
七
・
五
・
七
・
七
調
の
音
節
数
を
移
す
意
図
が
う
か
が
え
ず
、
古
代
歌
謡
の

訳
と
同
様
、
形
式
的
に
自
由
な
訳
で
あ
る
。

　

つ
ぎ
に
、
柿
本
人
麻
呂
の
長
歌
併
せ
て
短
歌
二
首
の
訳
を
掲
げ
る
。

　

原
文

： 
 

 
 

 

訳

：

　
　
　

柿
本
朝
臣
人
麻
呂
の
、
妻
死
し
て
後
に 

 
挽
歌

　
　
　
　

泣
血
哀
慟
し
て
作
り
し
歌
二
首 

短
歌
を
并
せ
た
り ―

―
柿
本
人
麻
呂
妻
死
後
作

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
巻
第
二
・
二
〇
七
）

　

天
飛
ぶ
や 

軽
の
道
は  

 
 

 

遙
遠
的
輕
市
�

　

我
妹
子
が 

里
に
し
あ
れ
ば   

 
 

　

是
妻
的
鄉
里
�

　

ね
も
こ
ろ
に 

見
ま
く
欲
し
け
ど  

 
 

到
輕
市
去
的
路
途
�

 
 

 
 

 
 

　

時
時
都
想
看
見
�
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や
ま
ず
行
か
ば 

人
目
を
多
み  

 
 

若
竟
去
了
�
要
惹
起
人
家
的
注
意
�

　

ま
ね
く
行
か
ば 

人
知
り
ぬ
べ
み  

 
 

常
常
去
呢
�
人
家
也
會
知
道
的
�

　

さ
ね
葛 
後
も
逢
は
む
と  

 
 

 

我
心
中
思
忖
�

　

大
船
の 
思
ひ
頼
み
て  

 
 

 

　

橫
豎
日
後
要
相
逢
�

　

玉
か
ぎ
る 

磐
垣
淵
の  

 
 

 

　

便
坐
在
屋
内
想
念
著
度
日

　

隠
り
の
み 

恋
ひ
つ
つ
あ
る
に  

 
 

　

不
去
又
何
妨
呢
�

　

渡
る
日
の 

暮
れ
ぬ
る
が
ご
と  

 
 

水
藻
似
的
附
著
我
寢
的
妻
呀
�

　

照
る
月
の 

雲
隠
る
ご
と  

 
 

 

你
如
落
山
的
夕
陽
�

　

沖
つ
藻
の 

な
び
き
し
妹
は   

 
 

你
如
浮
雲
蔽
著
的
月
兒
�

　

黄
葉
の 

過
ぎ
て
去
に
き
と   
 

 
―

逝
了
�
逝
了
�

　

玉
梓
の 

使
ひ
の
言
へ
ば  

 
 

 

使
者
來
告
時

　

梓
弓 

音
に
聞
き
て  
 

 
 

　

聽
著
他
的
聲
音
�

　

言
は
む
す
べ 

せ
む
す
べ
知
ら
に  

 
 

　

我
無
所
措
�

　

音
の
み
を 

聞
き
て
あ
り
え
ね
ば  

 
 

　

忐
忑
不
寧
�

　

我
が
恋
ふ
る 

千
重
の
一
重
も  

 
 

我
深
深
戀
著
的
情

　

慰
も
る 

心
も
あ
り
や
と  

 
 

 

　

能
有
幾
分
得
著
安
慰
�

　

我
妹
子
が 

や
ま
ず
出
で
見
し  

 
 

我
妻
平
日
眺
望
的
輕
市
�

　

軽
の
市
に 

我
が
立
ち
聞
け
ば  

 
 

我
立
在
那
裡
靜
立
著
聽―
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玉
だ
す
き 

畝
傍
の
山
に  

 
 

 

　

畝
火
山
的
鳥
語
猶
昔
�

　

鳴
く
鳥
の 

声
も
聞
こ
え
ず   

 
 

　

何
處
能
聞
我
妻
的
聲
音
�

　

玉
桙
の 
道
行
き
人
も  

 
 

 

路
上
來
往
的
行
人
�

　

ひ
と
り
だ
に 
似
て
し
行
か
ね
ば  

 
 

更
無
一
個
似
我
妻
�

　

す
べ
を
な
み  

 
 

 
 

吁
嗟
�
萬
事
皆
休
�

　

妹
が
名
呼
び
て   

 
 

 

喚
著
妻
的
名
兒
�

　

袖
ぞ
振
り
つ
る 

 
 

 
 

拂
袖
而
歸
�

　
　

短
歌
二
首
（
そ
の
一
、
次
の
歌
二
一
一
は
そ
の
二
で
は
な
い
）

秋
山
の
黄
葉
を
し
げ
み
惑
ひ
ぬ
る
妹
を
求
め
む
山
道
知
ら
ず
も
（
巻
第
二
・
二
〇
八
）

訳

：

秋
山
裡
的
紅
葉
繁
茂
�

　
　

欲
覓
迷
途
的
妻
�

　
　

但
不
識
山
徑
�

去
年
見
て
し
秋
の
月
夜
は
照
ら
せ
ど
も
相
見
し
妹
は
い
や
年
離
る
（
巻
第
二
・
二
一
一
）

訳

：

去
年
看
過
的
秋
夜
的
月
�

　
　

依
舊
照
著
�

　
　

同
眺
的
妻
�

　
　

漸
漸
的
遠
了
�
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依
然
と
し
て
逐
語
訳
か
ら
程
遠
く
、
自
由
な
意
訳
で
は
あ
る
が
、
原
歌
に
こ
も
っ
て
い
る
人
麻
呂
の
悲
痛
な
心
情
が
よ
く
伝
わ
り
、
ジ
ー
ン

と
心
に
沁
み
こ
ん
で
く
る
中
国
語
の
挽
歌
と
な
っ
て
い
る
。「
水
藻
似
的
附
著
我
寢
的
妻
呀
！
你
如
落
山
的
夕
陽
，
你
如
浮
雲
蔽
著
的
月
兒
，

―
―

逝
了
，
逝
了
！
」、
お
よ
び
結
び
の
「
吁
嗟
！
萬
事
皆
休
，
喚
著
妻
的
名
兒
，
拂
袖
而
歸
。」
に
お
け
る
痛
恨
の
叫
び
は
、
訳
者
の
加
筆

と
い
っ
て
も
良
い
が
、
お
そ
ら
く
訳
者
は
訳
す
と
い
う
よ
り
、
創
作
し
て
い
る
心
構
え
で
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

謝
六
逸
は
本
書
で
ほ
か
に
、
大
伴
家
持
と
山
上
憶
良
の
歌
も
紹
介
し
、
訳
し
て
い
る
が
、
紙
幅
の
た
め
割
愛
す
る
。

　
『
古
今
集
』
に
対
す
る
紹
介
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
量
と
正
比
例
し
て
、『
万
葉
集
』
の
十
六
頁
と
比
べ
、
た
だ
の
四
頁
に
過
ぎ
な
い
。
戦
前

と
い
う
時
代
の
反
映
で
も
あ
る
が
、
後
代
へ
の
影
響
と
文
学
史
的
意
義
を
考
え
れ
ば
、
や
は
り
『
古
今
集
』
に
対
し
て
や
や
手
薄
の
憾
み
が

あ
る
。
こ
こ
で
、
四
人
の
歌
人
に
よ
る
四
首
の
歌
の
訳
を
見
よ
う
。

　

ま
ず
は
撰
者
で
あ
る
紀
貫
之
の
歌
の
訳
を
一
首
掲
げ
る
。

　
　

ひ
と
は
い
さ
心
も
し
ら
ず
ふ
る
さ
と
は
花
ぞ
昔
の
香
に
に
ほ
ひ
け
る
（
巻
第
一
・
四
二
）
９

訳

：

人
的
心
是
難
知
的
�

　
　

只
有
我
故
郷
開
著
的
花
�

　
　

它
的
香
氣
依
然
如
昔
�

　
『
百
人
一
首
』に
も
選
ば
れ
た
名
歌
で
、し
っ
と
り
と
し
て
い
て
、や
や
理
知
的
な
歌
で
あ
る
。
さ
ほ
ど
技
巧
を
凝
ら
し
た
歌
で
は
な
い
か
ら
、

『
古
今
集
』
の
歌
の
中
で
も
、
訳
し
易
い
方
に
属
す
る
で
あ
ろ
う
。
淡
々
と
し
て
匂
っ
て
い
る
花
の
香
り
の
よ
う
な
訳
歌
で
あ
る
。

　

次
も
撰
者
の
一
人
で
あ
る
紀
友
則
の
歌
の
訳
を
掲
げ
る
。
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年
を
経
て
き
え
ぬ
思
ひ
は
あ
り
な
が
ら
夜
の
た
も
と
は
猶
こ
ほ
り
け
り
（
巻
第
十
二
・
五
九
六
）

訳

：

頻
年
來
�
我
抱
著
沒
有
消
蝕
的
相
思
�

　
　

眼
涙
凍
凝
在
我
的
衣
袖
上
�

　
　

―

沒
有
融
解
�

和
歌
翻
訳
の
難
し
さ
は
、
掛
詞
が
そ
の
最
た
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
友
則
の
歌
の
修
辞
的
中
心
は
、「
思
ひ
」
の
「
ひ
」
に
「
火
」
を
掛
け
た

と
こ
ろ
で
、そ
れ
を
受
け
て
「
夜
の
た
も
と
は
猶
こ
ほ
り
け
り
」
と
い
う
表
現
が
成
立
す
る
の
だ
が
、訳
は
そ
れ
を
移
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
。
歌
の
も
っ
と
も
面
白
い
と
こ
ろ
、『
古
今
集
』
歌
の
醍
醐
味
が
訳
さ
れ
ず
仕
舞
い
で
あ
る
。
ロ
バ
ー
ト
・
フ
ロ
ス
ト
の
「
詩
と
は
翻
訳

で
失
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
」（Poetry is that w
hich is lost in translation.

）
と
い
う
名
言
を
思
い
出
さ
ず
に
い
ら
れ
な
い
。

　

次
、
壬
生
忠
岑
の
歌
の
訳
を
一
首
掲
げ
る
。

寝
る
が
う
ち
に
見
る
を
の
み
や
は
夢
と
い
は
む
は
か
な
き
世
を
も
現
と
は
見
ず

（
巻
第
十
六
・
八
三
五
）

訳

：

我
們
在
睡
著
時
看
見
的
�

　
　

能
説
那
是
夢
嗎
�

　
　

這
浮
世
�
我
却
不
能
看
它
是
現
實
�

お
そ
ら
く
『
古
今
集
』
の
理
知
的
な
一
面
を
強
調
す
る
つ
も
り
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
、
非
常
に
理
屈
っ
ぽ
い
歌
を
選
ん
で
訳
し
て
い
る
。

小
野
小
町
の
歌
の
訳
も
、
夢
現
を
主
題
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
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題
し
ら
ず

思
つ
ゝ
寝
れ
ば
や
人
の
見
え
つ
ら
む
夢
と
し
り
せ
ば
覚
め
ざ
ら
ま
し
を
（
巻
第
十
二
・
五
五
二
）

訳

：

我
相
思
著
就
寢
�

　
　

也
許
會
在
夢
裡
瞧
見
那
人
罷
�

　
　

如
在
夢
中
知
道
那
是
夢
�

　
　

我
就
不
情
願
醒
了
�

小
町
の
有
名
な
歌
の
一
つ
と
数
え
ら
れ
て
い
る
が
、
訳
は
説
明
的
で
、
詩
趣
に
乏
し
い
。
訳
者
の
謝
六
逸
は
こ
の
タ
イ
プ
の
歌
が
苦
手
な
の

で
は
な
い
か
と
疑
う
ほ
ど
、『
万
葉
集
』
歌
の
訳
の
よ
う
な
生
彩
が
欠
け
て
い
る
。

三
、
俳
句
の
翻
訳

　

本
書
の
俳
句
に
関
す
る
言
及
は
、
芭
蕉
中
心
の
も
の
で
あ
る
。「
閑
寂
（
さ
び
）」
の
美
学
を
高
く
評
価
し
て
、
東
洋
人
に
し
か
理
解
で
き

な
い
と
唱
え
た
。
芭
蕉
の
名
句
三
句
を
訳
し
て
紹
介
し
て
い
る
。

古
池
や
蛙
飛
び
こ
む
水
の
を
と
10

訳
：

靜
寂
的
池
塘
�

　
　

青
蛙
驀
然
跳
進
去
�
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水
的
聲
音
呀
�

訳
の
左
に
、
注
を
つ
け
て
、「
俳
句
は
一
句
十
七
文
字
、
即
ち
五
七
五
調
な
の
で
、
ほ
か
の
言
語
に
訳
す
の
は
非
常
に
困
難
で
あ
る
が
、
こ

こ
で
何
と
か
五
七
五
調
で
訳
を
試
み
た
」
と
い
う
。「
閑
寂
（
さ
び
）」
の
美
学
を
強
調
す
る
た
め
か
、「
古
池
や
」
を
「
靜
寂
的
池
塘
」
と

し
て
い
る
。
本
書
で
日
本
詩
歌
の
形
式
美
を
理
解
し
て
も
ら
う
努
力
は
、
こ
の
一
例
の
み
で
あ
る
。
数
多
い
短
歌
の
訳
が
あ
る
に
も
係
わ
ら

ず
、
そ
の
形
式
的
説
明
は
ほ
と
ん
ど
施
さ
れ
て
い
な
い
の
に
、
俳
句
の
形
式
だ
け
を
詳
し
く
説
明
す
る
の
は
不
思
議
に
思
う
。

　

右
の
句
以
外
、
謝
六
逸
は
自
由
体
で
芭
蕉
の
二
句
を
訳
し
て
い
る
。

鶯
や
餅
に
糞
す
る
縁
の
さ
き
11

訳

：

鶯
鳥
呀
�

　
　

飛
來
屋
前
�

　
　

在
餅
上
遺
了
矢
�

か
れ
朶え
だ

に
烏
の
と
ま
り
け
り
秋
の
暮
12

訳

：

在
枯
枝
上
�

　
　

有
烏
鴉
棲
止
�

　
　

秋
日
的
黄
昏
呀
�

謝
六
逸
が
俳
句
の
美
学
を
と
り
わ
け
評
価
し
た
の
は
、
お
そ
ら
く
欧
米
の
影
響
を
受
け
て
の
こ
と
か
も
し
れ
な
い
。
俳
句
を
紹
介
す
る
部
分
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に
お
け
る
、
イ
ギ
リ
ス
人
ア
ス
ト
ン
の
『
日
本
文
学
史
』（A

 H
istory of Japanese Literature

）
や
フ
ラ
ン
ス
で
の
短
詩
の
流
行
へ
の

言
及
は
そ
れ
を
裏
付
け
て
い
る
で
あ
ろ
う
。

む 
す 
び 

に

　

知
名
度
は
劣
る
が
、
謝
六
逸
は
周
作
人
と
並
ん
で
、
文
芸
界
の
知
日
派
の
一
人
と
数
え
ら
れ
る
と
思
う
。
た
だ
し
、
彼
は
日
本
古
典
文
学

に
対
し
て
、
専
門
家
た
ら
ん
と
す
る
つ
も
り
が
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。『
日
本
文
学
史
』
の
「
序
」
に
お
い
て
、
彼
は
以
下
の
よ
う
に
述

べ
て
い
る
。

時
代
は
絶
え
ず
先
へ
進
ん
で
い
る
。
日
本
の
古
代
作
品
に
対
し
て
、
我
々
は
す
で
に
紹
介
す
る
時
間
が
な
い
。
た
だ
し
、
近
代
の
作
品
の

中
に
は
、
確
か
に
中
国
に
紹
介
し
、
我
々
の
参
考
に
供
す
る
価
値
の
あ
る
も
の
が
少
な
か
ら
ず
あ
る
。
も
し
二
千
年
來
の
日
本
文
学
の
変

遷
の
大
勢
お
よ
び
各
時
代
の
主
要
な
作
家
と
作
品
に
つ
い
て
二
三
知
っ
て
お
く
と
し
て
も
、
そ
れ
は
無
駄
な
こ
と
で
は
な
か
ろ
う
。
本
書

は
以
上
の
考
え
の
も
と
で
、
純
粋
客
観
の
態
度
で
執
筆
し
た
も
の
で
あ
る
。

実
際
、
謝
六
逸
は
『
志
賀
直
哉
集
』、『
日
本
近
代
小
品
文
集
』
な
ど
、
近
代
文
学
の
翻
訳
を
上
梓
し
て
い
る
が
、
日
本
古
典
作
品
を
ま
と
め

て
翻
訳
し
て
い
な
い
。
彼
の
興
味
は
や
は
り
近
代
文
学
に
あ
る
の
だ
と
い
え
よ
う
。

　

そ
れ
に
し
て
も
、謝
六
逸
が
訳
し
た
日
本
の
古
代
歌
謡
と
万
葉
歌
が
一
品
の
詩
作
品
で
あ
る
。
筆
者
が
こ
こ
で
謝
六
逸
の
『
日
本
文
学
史
』

を
紹
介
し
て
い
る
の
は
、
中
国
語
の
現
代
口
語
体
で
日
本
の
古
典
詩
歌
（
と
く
に
和
歌
と
俳
句
）
を
訳
す
こ
と
が
、
可
能
で
あ
る
上
、
実
際
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成
功
し
た
先
例
も
あ
る
こ
と
を
示
し
た
い
か
ら
で
あ
る
。

　

筆
者
が
不
思
議
に
思
う
の
は
、
中
国
の
言
文
一
致
運
動
以
来
、
日
本
の
古
代
詩
歌
を
含
め
、
外
国
の
文
芸
作
品
を
白
話
文
、
つ
ま
り
現
代

口
語
文
に
訳
す
の
が
当
然
の
こ
と
と
な
っ
て
い
た
の
に
、
い
つ
の
間
に
か
、
日
本
の
古
典
詩
歌
の
み
が
文
語
体
で
訳
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

五
七
五
（
七
七
）
調
か
、
三
五
三
（
五
五
）
調
か
、
五
言
四
句
か
、
七
言
二
句
か
、
そ
う
い
う
議
論
の
堂
々
巡
り
で
、
白
話
訳
（
口
語
訳
）
か
、

文
言
訳
（
文
語
訳
）
か
、foreignization

か
、dom

estication

か
の
議
論
も
、
翻
訳
論
、
比
較
文
学
論
と
い
う
レ
ベ
ル
で
、
や
る
べ
き
で

は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。
喜
ば
し
い
こ
と
に
、
昨
年
、
人
民
文
学
出
版
社
が
、
金
偉
・
呉
彦
の
口
語
自
由
体
訳
に
よ
る
『
万
葉
集
』
を
出

版
し
た
。「
訳
序
」
に
は
、
ど
う
し
て
口
語
体
を
取
っ
た
の
か
に
つ
い
て
、
一
切
触
れ
て
い
な
い
の
が
残
念
で
あ
る
が
、
袋
小
路
か
ら
抜
け

出
し
た
最
初
の
一
歩
の
よ
う
に
感
じ
る
。

　

筆
者
は
翻
訳
の
実
践
者
で
は
な
い
の
で
、
異
な
る
立
場
で
、
言
文
一
致
運
動
以
来
の
日
本
古
典
文
学
の
翻
訳
史
を
た
ど
る
こ
と
で
、
問
題

の
核
心
に
迫
り
た
い
。

注１　

李
芒
「
和
歌
漢
譯
問
題
小
議
」『
日
語
教
學
與
研
究
』（
北
京

：

北
京
対
外
貿
易
学
院
、
１
９
７
９
年
第
１
期
）
が
き
っ
か
け
に
展
開
さ
れ
た
和
歌

と
俳
句
の
中
国
語
訳
に
関
す
る
論
争
で
あ
る
。「
北
京
対
外
貿
易
学
院
」
は
１
９
８
４
年
に
「
対
外
経
済
貿
易
大
学
」
と
改
名
さ
れ
た
。

２　

沈
策
「
也
談
談
和
歌
漢
譯
問
題
」『
日
語
學
習
與
研
究
』（
北
京

：

北
京
対
外
貿
易
学
院
、
１
９
８
１
年
第
３
期
）、
二
九
〜
三
〇
頁
。
原
文
は
中
国

語
簡
体
字
で
あ
る
。
な
お
、引
用
中
の
文
語
訳
は
、錢
稻
孫
譯
『
漢
譯
萬
葉
集
選
』（
日
本
學
術
振
興
會
、１
９
５
９
年
３
月
）、一
六
頁
。
沈
策
に
は
、

『
万
葉
集
』
の
抄
訳
が
あ
る
（
四
平
師
範
学
院
科
研
処
、
１
９
７
８
年
ま
た
は
１
９
７
９
年
）
が
、
未
見
。

３　

拙
著
「
和
歌
の
翻
訳
と
異
文
化
体
験
の
問
題―

銭
稲
孫
著
『
漢
訳
萬
葉
集
選
』
を
中
心
に―

」『
東
北
公
益
文
科
大
学
総
合
研
究
論
集
』
12
（
東
北

公
益
文
科
大
学
、
２
０
０
７
年
６
月
）。
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４　

上
海

：

北
新
書
局
、
１
９
２
９
年
９
月
。
ち
な
み
に
、
上
海
書
店
は
１
９
９
１
年
に
、「
民
国
叢
書
」
の
一
種
と
し
て
影
印
し
た
。
謝
六
逸
は
他
に

『
日
本
文
学
』（
開
明
書
局
、
１
９
２
５
年
）
が
あ
る
が
、
未
見
。『
謝
六
逸
文
集
』「
附
録
二

：

謝
六
逸
年
譜
（
簡
編
）」
に
よ
れ
ば
、
日
本
の
古
今

文
学
へ
の
紹
介
で
あ
る
と
い
う
。

５　

陳
江
・
陳
庚
初
編
『
謝
六
逸
文
集
』（
北
京

：

商
務
印
書
館
、
１
９
９
５
年
１
月
）、「
附
録
二

：

謝
六
逸
年
譜
（
簡
編
）」。

６　
『
古
事
記
』
の
引
用
は
、
新
編
日
本
文
学
全
集
（
小
学
館
）
に
よ
る
。
山
口
佳
紀
・
神
野
志
隆
光
校
注
。

尚
、
謝
六
逸
の
原
書
に
は
、
訳
詩
の
元
と
な
る
日
本
語
が
す
べ
て
掲
げ
て
い
な
い
。

７　

前
掲
『
古
事
記
』
校
注
は
「
い
し
た
ふ
や
」
以
降
を
、
左
の
よ
う
に
現
代
語
訳
し
て
い
る
。

そ
う
伝
え
て
く
れ
、
随
従
し
て
い
る
空
飛
ぶ
鳥
の
使
い
よ
。
で
き
ご
と
の
語
り
伝
え
で
も
同
じ
よ
う
に
伝
え
て
い
る
の
で
す
よ
、
こ
の
こ
と
を

八
七
頁
。

８　
『
万
葉
集
』
の
引
用
は
、
新
日
本
古
典
文
学
大
系
（
岩
波
書
店
）
に
よ
る
。
佐
竹
昭
広
・
山
田
英
雄
・
工
藤
力
男
・
大
谷
雅
夫
・
山
崎
福
之
校
注
。

９　
『
古
今
集
』
の
引
用
は
、
新
日
本
古
典
文
学
大
系
（
岩
波
書
店
）
に
よ
る
。
小
島
憲
之
・
新
井
栄
蔵
校
注
。

10　

小
宮
豊
隆
監
修
、
阿
部
喜
三
男
校
注
『
校
本　

芭
蕉
全
集　

第
一
巻
』
発
句
篇
（
上
）（
富
士
見
書
房
、
１
９
８
８
年
10
月
）、
一
一
〇
頁
。

11　

小
宮
豊
隆
監
修
、
荻
野
清
・
大
谷
蔵
校
注
『
校
本　

芭
蕉
全
集　

第
二
巻
』
発
句
篇
（
下
）（
富
士
見
書
房
、
１
９
８
８
年
12
月
）、
五
四
頁
。

12　

小
宮
豊
隆
監
修
、
阿
部
喜
三
男
校
注
、
前
掲
書
、
六
三
頁
。




